
茨城大学工学部の各研究室を訪問する生徒たち＝日立市内

佐藤みすず

芳賀光華

わたし り かい

　私たちの学校では学問分野への理解を深め、大学進
めいかく れんけい すいしん

学の目的を明確にするため、高大連携事業を推進して

います。茨城大学工学部でのインターンシップでは、
きょうみ もと ほうもん さいせんたん

各学科の研究室へ興味に基づき訪問して最先端の研究
ふ つく ば じょうほうけい いき

に触れ、また筑波大学システム情報系社会工学域との

シンポジウムでは、研究発表を行うなどしています。
ち いき

　筑波大学では、地域の問題を数式で表し、ソフトウ

エアを使って解答を求めるアプローチを学びました。
さいてき せっ ち

「ゴミ箱の最適な設置場所」などをテーマに研究しま
ちょうさ

した。数式を使った問題解決方法を学ぶことで、身近な問題の調査・解
げんじつてき すう ち

決の方法を見いだすことができました。計算の結果、現実的な数値が出
さ とう は が ほの か

た時は安心と達成感があふれました。（３年　佐藤みすず、芳賀光華）

海外研修では、お菓子（かし）作りなどで
現地の人たちと交流＝ニュージーランド

わたし けんしゅう

　私は９日間のニュージーランド海外研修に参加し、

ホームステイや学校生活を体験しました。ホームステ
ちが げん ち じっさい

イ先では、日本とは違う生活様式や現地の文化を実際
おどろ と まど でんとう

に体験し、驚きや戸惑いもありましたが、マオリ族の伝統料理を食べた
かんげき

時は今まで味わったことのないおいしさにとても感激しました。
ほうもん

　また、タウランガとフェアフィールドの両方の中等学校を訪問し、現地
ぶ よう

の生徒たちにマオリ族の伝統舞踊のハカを教わったり、スイーツを作っ
じゅうじつ す ひょうげん

たりして充実した時間を過ごしました。身近にネイティブの英語表現に
ふ

触れたことで、いつの間にか自然なコミュニケーションがとれるように

なっていました。この研修により、英会話スキルの向上だけでなく、日
か ち かん はだ し や

本とは違う価値観や文化を肌で感じることにより考えや視野が広がり、
とも べ なつ き

人としても大きく成長できたと実感しています。 （１年　友部夏妃）

◆校　長　清水秀一

◆生徒数　６１３人

◆創　立　１９８１年

◆住　所　日立市川尻町　　
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わたし ひ たちきた

　私たちが生活している高校、日立北高

校は大学進学を主な目標とした高校で
はげ

す。部活動などに励みつつも、勉学もお

ろそかにせずこつこつ積み重ねていくこ
し せい ぶん ぶ ふ

とが大切である姿勢をあらわす「文武不
き けいぞく せい

岐」や「継続は力なり」という言葉・精
しん

神を大切にしています。
かたくる いんしょう

　一見とても堅苦しそうな印象を受ける人もいると思い

ますが、日立北高は勉学のみを大切にしているわけでは

ありません。文化祭やスポーツフェスティバルなどの行
うんえい も

事もあり、生徒会が主体となり行事を運営し、大変盛り
まんべん

上がっています。そんな何事も満遍なく楽しみ、努力を

重ねていくところが、日立北高の生徒の強みであると考

えています。

　私は生徒会長として、「日立北高はどんな学校です
す ば むね は

か？」と聞かれた時、「素晴らしい学校です」と胸を張

って答えられるような高校にしていきたいです。
おおもりこうせい

（２年　大森光惺）

いろいろなクラス企画が開か
れ、盛り上がった「浪漫祭」

ろ まんさい よ

　本校では、３年に２度「浪漫祭」と呼ばれる文化祭
しんがた

が行われます。今年の浪漫祭は新型コロナウイルスが
しゅうそく ていきょう きょ か いっぱん まね

収束し、飲食の提供が許可され、一般の方々を招いて
かいさい

開催することができました。
でん

　本校では、いろいろな行事を生徒がつくっていく伝
とう

統があり、浪漫祭でも生徒会が中心となって計画を立
き かく

てました。クラス企画についての話し合いも生徒が主体となり、計画し
すいこう そうぞう むずか

て遂行しました。予算を立ててゼロから創造する難しさがありました
や しき だっしゅつ しゅこう こ

が、お化け屋敷や脱出ゲーム、フォトスポット、趣向を凝らした飲食店
もと みりょく

など、文化祭のテーマに基づいて企画を魅力あるものにしました。ステ
ゆう し も

ージ発表も有志参加者が多く大変な盛り上がりを見せました。

　来年も一般公開の浪漫祭を開催する予定ですので、ぜひ本校に足を運
たんのうりく と

んでみてください。 （２年　丹能陸翔）
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